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第
一
条
ノ
七
中
「
長
ハ
」
の
下
に
「
処
分
ニ
付
テ
ノ
」
を
加
え
、「
理
由
ア
リ
ト
ス
ル
」
を
「
理
由
ア
リ
ト
認
ム
ル

ト
キ
又
ハ
審
査
請
求
ニ
係
ル
不
作
為
ニ
係
ル
処
分
ヲ
為
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ル
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

法
務
局
又
ハ
地
方
法
務
局
ノ
長
ハ
審
査
請
求
ニ
係
ル
不
作
為
ニ
係
ル
処
分
ノ
申
請
ヲ
却
下
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ル

ト
キ
ハ
供
託
官
ニ
当
該
申
請
ヲ
却
下
ス
ル
処
分
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

三

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
こ
と
と
す

る
場
合

四

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
こ
と

と
す
る
場
合

第
四
十
四
条
の
見
出
し
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
決
定
を
」
を
「
裁
決
を
」
に

改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、「
棄
却
す
る
決
定
」
を
「
棄
却
す
る
裁
決
」に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
異
議
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
を
変
更
し
、
当
該
開
示
決
定
等
」
を
「
審
査
請
求
に
係
る
開
示

決
定
等
（
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。）を
変
更
し
、当
該
審
査
請
求
」

に
、「
旨
の
決
定
」
を
「
旨
の
裁
決
」
に
改
め
る
。

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
五
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）」を
「
行
政
不
服
審
査

法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）」に
改
め
る
。

（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
六
条

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
十
七
条
中
「
第
十
四
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
特
例
区
の
長
が
審
査
庁
と
な
る
場
合
に
お
け
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

法
律
第
六
十
八
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
審
査
庁
が
主
任
の
大
臣
又
は

宮
内
庁
長
官
若
し
く
は
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三

条
第
二
項
に
規
定
す
る
庁
の
長
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
行
政
不
服
審
査
会
に
、
審
査
庁
が
地
方
公
共
団
体
の
長

（
地
方
公
共
団
体
の
組
合
に
あ
っ
て
は
、
長
、
管
理
者
又
は
理
事
会
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
第
八
十
一
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
機
関
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
市
町
村
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
市
町
村
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
第
八

十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
機
関
に
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
行
政
不
服
審
査
会
又
は
第
八
十
一
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
機
関
（
以
下
「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
合
併
市
町
村
の
第
八
十
一

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
機
関
」
と
、「
行
政
不
服
審
査
会
等
に
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
機
関
に
」
と
、
同
項
第
五

号
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
合

併
市
町
村
の
第
八
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
機
関
」
と
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
規
定
に
よ

り
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。）に
よ
り
」
と
す
る
。

（
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
七
条

日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
九
条
第
四
項
、
第
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
及
び

第
五
号
を
除
く
。）、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
一
条
（
第
五
項
を
除
く
。）、
第
三
十

二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
五
十
三

条
の
規
定
は
、前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
四
条
の
規
定
を
除
く
。）中
「
審
理
員
」
と
あ

る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
四
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
国
憲
法
の
改
正

手
続
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出

を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。）」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条

第
一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
裁
決
で
」
と
あ
る
の
は
「
決
定
で
」
と
、
同
法
第
三
十
一

条
第
二
項
中
「
審
理
関
係
人
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
出
人
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等

か
ら
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号

又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は

第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）」と
あ
る
の
は

「
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
四
項
、
第
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
及
び
第
五
号
を
除
く
。）、
第
二
十
三
条
、
第

二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
一
条
（
第
五
項
を
除
く
。）、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
九

条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す

る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
（
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
四
条
の
規
定
を
除
く
。）中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
行
政
不
服

審
査
法
第
九
条
第
四
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
第
三
十
九
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下

「
審
査
庁
」
と
い
う
。）」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
裁
決
で
」
と
あ
る
の
は
「
決
定
で
」
と
、
同
法
第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
審
理
関
係
人
」
と
あ

る
の
は
「
異
議
申
出
人
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た

と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。）に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）」と
あ
る
の
は
「
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
九
条
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
の
制
限
）」に
改
め
、
同
条
中
「
行
為
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」

を
加
え
、「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問
題
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
八
条

戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問
題
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項

中
「
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
一
項
本
文
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第

十
八
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、「
以
内
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を「
第
十
八
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

第
五
章

法
務
省
関
係

（
外
国
法
人
の
登
記
及
び
夫
婦
財
産
契
約
の
登
記
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
九
条

外
国
法
人
の
登
記
及
び
夫
婦
財
産
契
約
の
登
記
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
一
年
法
律
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
第
百
五
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
加
え
る
。

（
供
託
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
条

供
託
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
ノ
四
中
「
ヲ
不
当
ト
ス
ル
」
を
「
ニ
不
服
ア
ル
者
又
ハ
供
託
官
ノ
不
作
為
ニ
係
ル
処
分
ノ
申
請
ヲ
為
シ
タ

ル
」
に
改
め
る
。

第
一
条
ノ
五
中
「
供
託
所
ニ
審
査
請
求
書
ヲ
提
出
シ
テ
之
ヲ
為
ス
」
を
「
供
託
官
ヲ
経
由
シ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

要
ス
」
に
改
め
る
。

第
一
条
ノ
六
第
一
項
中
「
供
託
官
ハ
」
の
下
に
「
処
分
ニ
付
テ
ノ
」
を
、「
理
由
ア
リ
」
の
下
に
「
ト
認
ム
ル
ト
キ

又
ハ
審
査
請
求
ニ
係
ル
不
作
為
ニ
係
ル
処
分
ヲ
為
ス
ベ
キ
モ
ノ
」
を
加
え
、「
処
分
ヲ
変
更
シ
テ
」
を
「
相
当
ノ
処
分

ヲ
為
シ
テ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
ヲ
理
由
ナ
シ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
」
を
「
供
託
官
ハ
前
項
ニ
規
定

ス
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
」
に
、「
附
シ
審
査
請
求
書
ノ
提
出
」
を
「
付
シ
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

此
ノ
場
合
ニ
於
テ
監
督
法
務
局
又
ハ
地
方
法
務
局
ノ
長
ハ
当
該
意
見
ヲ
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

律
第
六
十
八
号
）
第
十
一
条
第
二
項
ニ
規
定
ス
ル
審
理
員
ニ
送
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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